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2018年秋季研究発表大会のお知らせ 

大会実行委員長 名古屋工業大学社会工学専攻 

 教授 越島 一郎 

 
2018 年秋季研究発表大会を、「工学

のイノベーションハブ」を目指していま

す名古屋工業大学を会場として、開催致

します。春季大会において議論がありま

した「Society 5.0におけるP2Mの在り方」

の多面性を鑑み、本大会では特にP2Mと

「組織・人」の関わりをより具体的に掘

り下げることと致しました。 

 研究発表、基調講演、展望講演等を通

じて、プロジェクト・プログラム・マネ

ジメントに携わる皆様の英知を結集する

機会となりますよう、大会実行委員会一

同準備を進めております。会員の皆様に

は、ご関心をお持ちの方にもぜひお声が

けいただき、多くの方のご参加をお待ち

申し上げております。 

1．開催日時：2018 年10月20日（土） 

9:30～17:40（予定） 

2．会場：名古屋工業大学 

• ＪＲ中央本線 鶴舞駅下車（名大病

院口から東へ約400ｍ 徒歩10分） 

• 地下鉄鶴舞線 鶴舞駅下車（4番出

口から東へ約500ｍ 徒歩12分） 

3．大会テーマ： 

P2Mによる未来づくり- Society5.0の

ためのイノベーター育成 –  

4．大会趣旨 

Society5.0を構築するには、様々な組織

の活動を統括するリーダーの存在が欠か

せない。このリーダには、リスクを避け

るために時間を使い、中庸な解を採用す

る「重厚長大」型マネジメントから、リ

スクを採り機敏に動く「リーン&アジャイ

ル」型マネジメントへ変革することが求

められている。このため、本大会ではP2M

フレームワークの展開方法や、リーダ

（イノベータ）育成方法等の議論を通し

て、Society5.0を実現する上でP2Mが果

たすべき役割を明らかとする場としたい。 

5．内容 

午前の部 

  9:30～12:00 研究発表 

午後の部 

 13:00～13:10 会長挨拶 

 13:10～14:10 基調講演１： 

 自動車関連を予定 

 14:10～14:30 休憩 

 14:30～15:30 基調講演２： 

 IoT、ロボット関連を予定 

 15:30～15:50 休憩 

 15:50～17:50  

・パネル講演： 

人材育成とP2M関連を予定 

・パネルディスカッション： 

Society5.0のためのイノベーター 

 18：00～ 懇親会（発表奨励賞授与式） 

6．主催：（社）国際P2M学会 

7．締切： 

研究発表要旨： 

2018年8月24日（金）18時 
研究論文締切： 

2018年9月14日（金）18時 
 

※ 国際 P2M 学会ホームページ「お知らせ」

にて、春季大会に関する情報を順次公開し

ていきます。http://www.iap2m.org/ 
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